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の場所や時間，参加者が異なる 3つ IPE実践を調査対象として，第 1段階の調査から明らかに
した指標に基づき 3名の調査者が観察をおこなった．もう 1つの調査は，参与観察から得られる







め，CiNii-Books で「多職種連携 or IPW」のキーワード検索を行った．抽出された文献から複
数の著者により執筆されており，IPWの定義について一定の認知を得ていると考えられる，


















　参与観察を行った 1つ目の IPE実践は，先駆的に大規模な IPE実践を行っている Aプロジェ











科目名 Aプロジェクト　IPW実習 B大学　IPE演習 Aプロジェクト  IPW演習





















































































グループ名 抽出文章数 社会福祉士 IPE
専門職の所属への着目 7 3 4
地域資源や住民を活用する連携 9 4 5
連携の階層をつなぐ 13 7 6
連携の多義性 9 5 4
チーム連携 10 6 4
連携を促進する組織体制 6 5 1
専門職の連携力 9 6 3
領域・分野を超えた連携 8 6 2
職種間連携 18 15 3
機関間連携 25 25 0
施策の連携 5 5 0
地域づくりのための連携 6 6 0





















　社会福祉士の実習評価項目 医師 看護師 作業療法士 介護福祉士
1 基本的なコミュニケーションを学ぶ ● ● ●
2 円滑な人間関係の形成方法を学ぶ ● ● ●
3 利用者理解の方法を学ぶ ● ●
4 利用者の動向や利用者状況を学ぶ ● ●
5 アセスメントとニーズ把握の方法を学ぶ ● ● ● ●
6 計画の策定方法を学ぶ ● ● ● ●
7 援助関係の形成方法を学ぶ ● ●
8 利用者と家族の関係を学ぶ ●
9 権利擁護及びエンパワメント実践を学ぶ ●
10 モニタリングと評価方法を学ぶ ● ● ●
11 多職種の役割と業務、チームアプローチを学ぶ ● ● ●
12 会議の運営方法を学ぶ
13 機関・施設の業務や連携状況を学ぶ
14 社会福祉士の倫理を学ぶ ● ● ●
15 就業規則について学ぶ
16 機関・施設の組織構造及び意思決定過程を学ぶ ● ●
17 機関・施設の法的根拠、財政、運営方法を学ぶ ● ●
18 業務文書の記入内容・方法を学ぶ ● ● ●
19 地域の歴史や人口構造を学ぶ ●
20 地域の社会資源を学ぶ ●




































































5つの指標 IPE実践（A） IPE実践（B） IPE実践（C）
機関間連携 － 医師 －
地域共生社会をめざす連携 － － －
施策間連携 － － －
会議の運営 全職種 全職種 全職種








































































































































































































（調整） Cooperation（連携） Collaboration（協働）の 4段階があると述べている．
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